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　３月28日、当ＪＡ二階会議室にて家族協定調印式が行われ、組合長、参
事そして農業委員立ち会いのもと、６家族が協定を結びました。経営移譲に
伴い譲り受けた農業経営に必要な資産の分割等を防ぐとともに、お互い責任
を持って経営に参画し、近代的な農業経営の確立と健康で明るい家庭環境を
作ることを目的としています。

後継者へバトンタッチ!!
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３
月
24
日
、
根
室
農
業
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
を
務
め
た
Ｊ
Ａ
道

東
あ
さ
ひ
・
伊
藤
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
中
春

別
・
南
澤
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に

よ
り
全
て
承
認
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の

役
員
も
左
記
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
部
員
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協

に
お
け
る
「
女
性
農
業
者

の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
促
進
」

の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
、

参
加
者
全
員
で
情
報
を
共

有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
Ｊ
Ａ
標
津
・
大

桃
さ
ん
か
ら
海
外
農
業
視

察
研
修
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
市
場
や

街
並
に
つ
い
て
の
話
が
出

た
際
に
は
ク
イ
ズ
形
式
で

報
告
さ
れ
、
参
加
者
も
ド

イ
ツ
に
行
っ
た
気
分
に
な

れ
る
研
修
会
で
し
た
。
参

加
さ
れ
た
代
議
員
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

　

３
月
10
日
当
Ｊ
Ａ
２
階

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

相
澤
副
部
長
の
司
会
の

も
と
、
総
会
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
、
議
長
に
は
養

老
牛
支
部
の
株
田
敏
子
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
役
・
事
務
局
か
ら
平
成

28
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
平
成
29
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案

な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
29

年
度
か
ら
支
部
変
更
が
実

施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
事

務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
左
記
の
通

り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
新
支

部
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
今
後
の
支

部
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
本
総
会

で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
を
基
に
今
年
度

も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

平
成
29
年
度　

新
役
員

　

会　

長　

長
谷
川　

希　

美
【
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
】

　

副
会
長　

齋　

藤　

道　

子
【
Ｊ
Ａ
中
春
別
】

　

副
会
長　

藤　

田　

登
美
子
【
Ｊ
Ａ
中
標
津
】

　

監　

事　

伊　

藤　

邦　

子
【
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
】

　

監　

事　

吉　

田　

和　

子
【
Ｊ
Ａ
標
津
】

平
成
29
年
度　

新
役
員

　

部　

長　

相
澤　

舞
子
【
別
海
町
支
部
】

　

副
部
長　

味
元　

玲
子
【
中
標
津
町
支
部
】

　

副
部
長　

田
中　

羊
子
【
中
標
津
町
支
部
】

　

監　

事　

中
村
み
の
り
【
別
海
町
支
部
】

　

監　

事　

小
林
真
由
美
【
中
標
津
町
支
部
】

ＪＡ根室地区
女性協議会 通 常 総 会第61回

女性の歌　斉唱

地区会長に就任した
長谷川さん

計根別農業協同組合女性部

通常総会
第61回

多くの部員の出席により盛会に開催されました

平成29年度新役員
議長を務めて頂いた
株田敏子さん
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３
月
７
日
（
火
）、
根
室
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー　

北
根
室

支
所　

地
域
係
長　

齋
藤　

潔　

氏
を
講
師
に
招
い
て
乾

乳
期
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

乾
乳
期
は
牛
自
身
の
体
力

回
復
や
産
乳
に
向
け
た
体
の

準
備
、
更
に
胎
児
成
長
と
大

切
な
期
間
で
あ
り
、
こ
の
時

期
の
管
理
技
術
が
全
て
を
制

す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
改
善
事
例
と
し
て
、

今月の

応援、

ありがと
う

ございま
した！

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す

部長の次は、何かな～

※
絶
対
に
マ
ネ

　
し
な
い
で

　
く
だ
さ
い
！

運ばれます♪

ラップ
されて

ロールベーラーか
ら

出てきたのは…

最終回 ～未掲載写真大放出～

パ
ー
ラ
ー
室
に

猫
が
入
っ
て
い
た
ら
、

落
ち
着
い
て
外
へ

逃
が
し
ま
し
ょ
う

乾
乳
期
の

講
習
会

ネ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
位
置
修
正
、
マ
ッ

ト
の
敷
設
、
換
気
扇
取
り
付
け
、
飲

水
施
設
の
工
事
な
ど
に
よ
り
、
乳
牛

事
故
抑
制
に
つ
な
が
り
出
荷
乳
量
の

増
加
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
を
通
じ
て
、
部
員

が
乾
乳
期
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き

ま
し
た
。 　
《
事
務
局　

小
林
係
長
》
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保健センターです。
おじゃまします! 調理時間を短縮したい！

手間をかけずにバランス食を！
作りおきしておくと便利なメニュー紹介です。

　ピーマンは丸ごと使います。この材料を中
火で焦げないように６～７分煮るだけ。食べ
る時にへたをとる。
（調味料を計るのが面倒な時はめんつゆを薄
めてOK）

　つけだれ材料をひと煮立ちさせて、さまし
て保存容器へ。豚肉は食べやすい大きさに切
り沸騰した湯で弱火で５分茹でる。湯を切っ
て豚肉をつけだれ容器へいれて完成。
　（調味料を計るのが面倒な時はめんつゆで
OK・中華風にしたいときはつけだれを煮立
てるときに八角や山椒を入れると風味が増し
ます）

　マリネ液は市販のマリネ液ものを利用して
もOK。すし酢でもOK
　きのこの種類は、しめじ、しいたけ、舞茸、
えのき（お好みのきのこを選んでください。）

●ピーマン煮

●豚肉ゆで漬

●きのこと豆のマリネ

・ピーマン10個　　・醤油・酒を各大さじ２
・水　大さじ３

・豚こま切れ400ｇ
《つけだれ材料》
・醤油・酒・みりん各大さじ６
・酢　大さじ３
・しょうがすりおろし　少量
・唐辛子　お好み

・きのこ100ｇ（１パック程度）
・オリーブ油　大さじ１
・ミックスビーンズ缶詰１缶（110ｇ程度）
《つけだれ材料》
・酢　大さじ１
・砂糖　小さじ１

　西竹の笠井義明さんが３月某日に
撮影した写真をくださいました。笠
井さんは子供の頃に本で摩周湖の写
真を見て以来、実際に見てみたいと
いう気持ちがあり、19歳で北海道
へ来ました。この美しい景色を見る
と感慨に浸るそうです。

▼摩周湖

▲標津の流氷

だ 材料を 煮立ちさ さま
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し

ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控
え
た
児
童
養
護
施

設
の
生
徒
向
け
に
、
調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食

育
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興
正
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の
取
組
み
は
、
高
校
卒
業

後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ
生
徒
に
規
則
正
し
く
健
康
的

な
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉
田
講

師
か
ら
の
「
食
」
や
「
栄
養
」

に
関
す
る
座
学
、
乳
製
品
を

使
っ
た
調
理
実
習
体
験
に
参
加

し
た
生
徒
は
「
自
分
で
作
る
と

美
味
し
い
、
今
後
も
し
っ
か
り

自
炊
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と

「
が
ん
」
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
た
「
世
界
が
ん

デ
ー
（
２
月
４
日
）」
に
合
わ
せ
、
チ
ラ
シ
や
告
知

資
材
を
作
成
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
「
が

ん
」
の
正
し
い
知
識
な
ど
情
報
提
供
す
る
と
共
に
、

「
が
ん
共
済
」「
医
療
共

済
」
の
推
進
活
動
に
も
活

用
し
ま
す
。

※ 

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　
【
旭
川
厚
生
病
院
で
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と
し
て
、

隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査
結
果
は
受

診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能

で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

（
℡
０
１
６
６
―
３
３
―
７
１
７
１　
（
内
）
２
１

４
６
・
２
１
９
８
）。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
で
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者
の
発
表
や
冬

季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
ー
リ
ン
グ
日
本

代
表
『
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
』
の
本
橋
選
手
・
吉
田

（
知
那
美
）
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン
色
紙
等
の
当
た

る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

　

来
場
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を
投
稿
し
て

も
ら
う
等
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
に

取
組
み
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
新
た
な
販
路

開
拓
に
向
け
国
内
の
食
品
に
携

わ
る
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
し
た

「
第
11
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産

農
畜
産
物
商
談
会
」（
３
月
７
、

８
日
開
催
、
Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
主

催
）
に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん

さ
い
糖
や
乳
製
品
、
北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を
幅

広
く
紹
介
し
た
ほ
か
、
新
た
に
商
品
化
し
た
「
ゆ
め

ぴ
り
か
の
乾
燥
玄
米
入
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
な
ど
を
試

食
提
供
し
、
北
海
道
の
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
や

加
工
食
品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

▲
おとなの食育
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金
融
共
済
課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

基
盤
強
化
対
策
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
振
興
係

営
農
企
画
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

組織機構図及び
職員配置図 西塚　秀夫

中瀬　　満

部長　金野　智樹 部長　蛎崎　康夫

係　
　
　
　

長　

羽
田　

依
世　
係　

根
岸　

里
菜
（
試
用
職
員
）

   係
長
審
査
係
長
兼
務　

係
　

玉
置　

博
斗
・
石
田　

真
紀

   係　
　
　
　

長　

深
瀬　
　

望

係　
　
　
　

長　

成
戸　

道
典　
係　

高
橋
久
美
子
・
佐
藤
茉
梨
奈
・
仲
谷　

鮎
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
川
裕
太
（
試
用
職
員
）
・
喜
来　

幸
音
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

白
幡　

明
大　
係　

石
神
亜
希
子
・
菅
野　

菜
緒
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘　
係　

川
田　

茉
奈
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

小
林　

央
知　
係　

内
田　

佑
机
（
臨
時
職
員
）　
　

係
長
課
長
兼
務　

係　

中
野
あ
ず
さ

係　
　
　
　

長　

片
岡　

美
幸

係　
　
　
　

長　

大
槻　

勝
一　
係　

筒
井　

悌
紀
・
倉
田　

瑠
美

   係
長
主
幹
兼
務　

係　

須
藤　
　

功

係
長
課
長
兼
務　

係　

藤
田  

恒
久
・
石
川　

将
貴
・
杉
本　

夏
美
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

佐
々
木　

完　
係　

星
野　

洋
平
・
森
脇　

拓
也
・
中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

有
利
・
小
笠
原
佑
太
・
久
本   

晃
大
・
小
川　

岳
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
澤　

里
奈
（
試
用
職
員
）
・
林　
　

拓
夢
（
試
用
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

透
羽
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

須
貝　

侑
平
・
三
浦　

な
な
・
宮
下　
　

遥

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

小
高　

亜
季

   係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

片
岡　

尚
子
・
森
田　

優
美
（
臨
時
職
員
）

部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹部長　熊谷　昌仙

男子職員　39名
女子職員　22名
合　計 　61名

※ 太字 は４月１日付異動及び配属

課
長　

川
目　
　

聡

課
長 

総
務
電
算
課
長
兼
務

課
長 

部
長
兼
務

課
長 

部
長
兼
務

課
長 

部
長
兼
務

課
長　

深
見　
　

亮

課
長　

川
目　
　

剛

課
長　

大
矢
根
裕
辞

セ
ン
タ
ー
長 

畜
産
販
売
課
長
兼
務

主
幹　

太
田　
　

孝

課
長　

高
橋　

英
穂

課
長　

萱
岡　
　

智

課
長　

佐
藤　

厚
柱

課
長 

部
長
兼
務

課
長

川
目

聡

長
屋

透
羽
（
試
用
職
員
）

池
澤

里
奈
（
試
用
職
員
）

林

拓
夢
（
試
用
職
員
）

宮
下

遥

角
田
川
裕
太
（
試
用
職
員
）

根
岸

里
菜
（
試
用
職
員
）

菅
野

菜
緒
（
試
用
職
員
）

川
田

茉
奈
（
試
用
職
員
）

内
田

佑
机
（
臨
時
職
員
）

杉
本

夏
美
（
試
用
職
員
）

喜
来

幸
音
（
試
用
職
員
）

太字 

室長(兼)総務部長
室長(兼)総務電算課長

片
岡

尚
子

仲
谷

鮎
美
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平成29年実施期間

キャン
ペーン
内容

　借入金額が50万円以上、借入期間
６ヵ月以上の条件で、キャンペーン期間
中にJAからマイカーローンを借入さ
れた利用者（自動エントリー）の中から

２月１日～
　９月29日

ホクレンSSポイント

10,000ポイント
（10,000円分）

抽選で100名様にプレゼント

８か
月間



営農部 基盤強化対策課より
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既
存
の
蹄
浴
槽
の
注
意
点

　

市
販
の
蹄
浴
槽
の
サ
イ
ズ
は
、
幅
90
㎝
×
長
さ

２
０
０
㎝
×
高
さ
15
㎝
で
す
。
２
０
０
㎝
の
長
さ

で
は
4
本
足
は
入
り
ま
せ
ん
。
4
本
と
も
足
が
浸

か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
２
台
並
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬

液
の
深
さ
は
15
㎝
が
推

奨
で
す
が
、
こ
の
蹄
浴

槽
は
そ
も
そ
も
の
高
さ

が
15
㎝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
薬
液
は
た
っ
ぷ
り

入
れ
な
い
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｄ

の
原
因
菌
が
潜
む
趾
間

部
に
は
届
か
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

蹄
浴
の
時
期
が
来
ま
し
た

蹄
浴
の
ポ
イ
ン
ト

蹄
浴
の
ア
イ
デ
ア

　

肢
蹄
の
管
理
が
生
産
性
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｄ

の
原
因
菌
は
冬
に
増
殖
し
ま
す
。
蹄
浴
を
始
め
る

の
は
今
で
す
よ
！
（
冬
に
も
蹄
浴
が
で
き
る
人
は

も
ち
ろ
ん
冬
に
も
や
っ
た
方
が
良
い
で
す
）

①
薬
液
の
濃
度
は
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う

② 

深
さ
は
15
㎝
く
ら
い
が
推
奨
で
す
（
最
低
で
も

10
㎝
）

③ 

4
本
足
が
入
る
距
離
（
長
さ
）
を
確
保
し
ま

し
ょ
う

④ 

症
状
が
出
て
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
予
防

と
し
て
蹄
浴
を
開
始
し
ま
し
ょ
う

特
注
の
蹄
浴
槽

薬
液
交
換
を
ラ
ク
に
す
る
た
め
の
電
動
ウ
ィ
ン
チ

硫
酸
銅
の
効
果
を
長
持
ち
さ
せ
る
資
材

〜
ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
〜

PDD
66%
PDD
66%

蹄底潰瘍
27%
蹄底潰瘍
27%

その他
7%
その他
7%

蹄病処置の内訳

※肢蹄改善ニュースレター　No.2
平成26年11月、根室生産連、

根室農業改良普及センター、農協、
根室牛削蹄師会



市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　3月30日現在 2,100円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 475 458 190,800 486,000 905,799 45,093
乳牛・ホル初妊ET 32 31 1,226,880 700,920 1,041,921 35,287
乳牛・ホ無　初妊 7 7 901,800 768,960 829,594 84,178
乳牛・ホル　経産牛 1 1 439,560 439,560 439,560 439,560
その他の乳用種
合　　　　計 515 497 1,226,880 439,560 912,278 35,819

平成28年度2月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月16日開催分 税込み

3月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,503 8
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,066 -9
そ の 他 の 未 経 産 53 0

計 7,622 -1
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,222 -30
そ の 他 の 経 産 牛 37 -1

計 10,259 -31
合　　　　　　　計 17,881 -32

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 510 -9
黒 毛 和 種　 オ ス 52 1

計 562 -8
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 562 -8
総　　　合　　　計 18,443 -40

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 516 495 1,045,440 193,320 750,076 -23,669
肉牛・黒毛　メスＥＴ 193 174 1,319,760 401,760 805,723 -13,005
肉牛・黒毛　メス計 709 669 1,319,760 193,320 764,550 -20,109
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 685 631 1,324,080 217,080 891,823 -5,277
肉牛・黒毛　去勢ET 253 229 1,206,360 558,360 896,084 -21,930
肉牛・黒毛　去勢計 938 860 1,324,080 217,080 892,958 -9,674
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 47 41 1,806,840 451,440 827,412 -19,139
繁殖・乳用交雑種 1
廃 用 ・ 黒 毛 69 69 776,520 177,120 418,477 59,752
廃 用肉専用種 2 2 432,000 421,200 426,600 426,600

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 7,935,907 98.7 92,910,318 103.5 134
Ｊ Ａ 中 標 津 町 9,624,530 96.0 116,260,032 100.5 171
Ｊ Ａ け ね べ つ 6,716,041 96.0 80,804,920 102.5 143
Ｊ Ａ 中 春 別 9,256,720 96.5 109,654,070 102.0 170

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 6,874,820 96.1 81,725,055 98.7 139
上 春 別 支 所 4,522,823 86.9 54,490,472 92.3 72
別 海 本 所 11,411,469 93.8 140,210,719 99.0 241
根 室 支 所 3,548,070 93.4 44,141,255 98.8 85
小　　　　計 26,357,182 93.1 320,567,501 97.7 537

合　　　　　計 59,890,380 95.1 720,196,841 100.0 1,155

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 196 196 187,920 10,800 102,958 6,088
初生・ホル　フリーマチン 16 16 97,200 7,560 48,263 -337
初生・ホル　メス 12 12 517,320 108,000 371,070 11,601
初生・F1　オス 132 131 399,600 59,400 307,759 7,632
初生・F1　メス 130 130 341,280 86,400 212,295 5,008
初生・和牛　オス 19 19 800,280 432,000 659,368 30,935
初生・和牛　メス 11 11 648,000 480,600 546,676 -25,994
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス 1 1 280,800 280,800 280,800 135,000
初生・その他　オス 1 1 18,360 18,360 18,360 18,360
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 10 10 682,560 355,320 585,252 118,247
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 5 4 702,000 346,680 604,800 -53,188
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 31 31 707,400 162,000 428,516 40,161
乳 牛 他 乳 用 種
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 3 3 340,200 293,760 317,880 95,265
肉素・ホル中トク　メス
肉素・ホル中トク　ヌキ 4 4 110,160 43,200 78,840 -61,290
肉素・ホル中トク　オス 2 2 118,800 9,720 64,260 58,860
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 14 14 386,640 16,200 235,826 -18,140
肉素・黒毛和種オス 1 1 39,528 395,280 395,280
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ヌキ
廃　用・その他 1 1 43,200 43,200 43,200 0
廃　用・ホ　ル 150 150 309,960 21,600 166,982 151,131
廃用・黒毛和種
繁 殖 黒 毛 和 種 1 1 595,080 595,080 595,080

ホクレン根室家畜市場 一般市場 3月29日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）3月16日開催分 税込み



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
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早めに放牧を開始しよう！ 

　

舎
飼
期
か
ら
放
牧
期
へ
の
移
行
は
、

早
め
の
準
備
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た

い
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
早
め
の
放

牧
開
始
が
乳
牛
管
理
と
放
牧
地
の
管

理
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

１ 

．
早
期
の
放
牧
で
「
な
ら
し
放
牧
」

と
「
放
牧
草
の
伸
び
す
ぎ
」
防
止

を
実
施
し
よ
う
！

　

な
ら
し
放
牧
は
、
乳
牛
を
外
気
温

に
馴
ら
す
た
め
と
、
第
一
胃
内
の
微

生
物
を
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
貯
蔵
飼

料
か
ら
放
牧
草
に
対
応
さ
せ
る
た
め

に
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
短
時
間

に
制
限
し
た
放
牧
を
行
い
ま
す
。

　

な
ら
し
期
間
は
、
初
産
牛
な
ど
の

放
牧
未
経
験
牛
で
２
週
間
〜
１
ヵ
月

程
度
、
経
験
牛
で
は
10
日
間
程
度
必

要
で
す
。

　

短
い
草
丈
で
の
な
ら
し
放
牧
の
開

始
は
、
放
牧
草
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
を
抑
制
し
、
採
食
さ
れ
ず

に
伸
び
て
し
ま
う
不
食
過
繁
草
を
増

や
さ
ず
、
放
牧
草
の
有
効
活
用
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

舐
め
る
程
度
の
草
高
10
㎝
程
度
か

ら
放
牧
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
伸
び
す

ぎ
な
い
管
理
が
出
来
ま
す
（
図
１
）。

　

管
内
で
は
、
例
年
よ
り
10
日
早
い

5
月
上
旬
か
ら
放
牧
を
開
始
し
た
と

１
．
早
期
の
放
牧
で
「
な
ら
し
放
牧
」

と
「
放
牧
草
の
伸
び
す
ぎ
」
防
止

を
実
施
し
よ
う
！

表１　放牧地の施肥時期と施肥回数

こ
ろ
、
放
牧
地
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、

放
牧
期
間
の
乳
量
が
例
年
よ

り
高
く
維
持
さ
れ
て
い
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　

な
ら
し
放
牧
期
間
は
、
放

牧
草
だ
け
で
は
充
分
な
摂
取

量
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
牛

舎
内
や
パ
ド
ッ
ク
等
で
粗
飼

料
を
充
分
給
与
し
て
、
乾
物

摂
取
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
採
食
量
の
向
上
に
は

飲
水
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
充

分
に
水
を
飲
め
る
準
備
も
必

要
で
す
。

２
．
放
牧
地
の
施
肥
も
検
討
し
よ
う
！

　

放
牧
開
始
が
早
か
っ
た
り
、
転
牧

回
数
の
多
く
な
る
牧
区
は
、
早
春
の

肥
料
散
布
で
し
っ
か
り
草
量
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
放
牧
開
始
の
遅
く
な
る

牧
区
は
、
春
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
に
よ
り
、
不
食
過
繁
草
が
多
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
草

量
を
見
な
が
ら
転
牧
し
て
い
る
合
間

を
縫
っ
て
施
肥
を
行
う
こ
と
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
（
表
１
）。
施
肥
後

の
休
牧
期
間
は
２
週
間
程
度
必
要
で

す
。施肥

回数
５月
上旬

６月
下旬

７月
下旬

８月
下旬 備　　　　考

1 ○ スプリングフラッシュ終了後

2
○ ○ 放牧開始時期の早い牧区

○ ○ 放牧開始の遅い放区

3 ○ ○ ○ 放牧開始が早く転牧の多い牧区

注） 均等分施を基本とし、１回当たりの窒素施肥量３㎏ /10a程
度を上限として施肥回数を決める（北海道施肥ガイド 2015）

cm
30㎝区放牧前
30㎝区放牧後

20㎝区放牧前
20㎝区放牧後

10㎝区放牧前
10㎝区放牧後

70

60

50

40

30

20

10

0
5/1　　　　　6/1　　　　　7/1　　　　　 8/1　　　　　9/1　　　　  10/1

図１　放牧開始時の異なる牧区の各放牧前後の
　　　イネ科草高の季節推移
「西道ら（2002）日本草地学会誌48巻別号より改変」

早春の「ならし」が重要

ならし放牧中は、牛舎やパドックで粗飼
料を充分に給与する必要があります。

２
．
放
牧
地
の
施
肥
も
検
討
し
よ
う
！



まちがいさがし

まちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する
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「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農企画課までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

■誕生日
　１才のバースデーケーキをひと口食べた将
ちゃん。なんとか頑張ってはい上がったテーブ
ルデビュー。やったね!!　　　（なかよしさん）

■ありがとうございました
　２年６ヵ月間（30刊発行）担当させて頂き
ました広報誌ですが、次号から担当者が変わり
ます。今後ともご愛読よろしくお願い致します。

（営農部　中條）

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

４月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

● 正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》 左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ｡ または、組織広報係までFAX(78-2048)をお願いし
ます。

《締め切り》平成29年４月20日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

まちがいさがし３月号の答え

Ｃ
抽選の結果右記の方
が当選いたしました。
プレゼントを営農企
画係でお受け取り下
さい。

岡崎　成子さん
松田　陽向さん
北村　文識さん
笠井　義明さん
倉田　瑠美さん
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Ｈ
29
年
度
よ
り
『
計
根
別
農
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
を
沢

山
の
人
に
閲
覧
し
て
も
ら
う
た
め
誘
導
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

ま
す
。

今
回
の
撮
影
は
計
根
別
地
域
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
豊

か
な
自
然
を
表
現
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
空
撮
を

行
い
ま
し
た
。

誘
導
ペ
ー
ジ
が
完
成
し
ま
し
た
ら
、
皆
様
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ドローンを使い空撮を行いました


